
 

 

千葉県の経済動向（2023年 5月中） 

                

  株式会社ちばぎん総合研究所 

 

現在の景気：県内景気は、緩やかな持ち直し傾向が続いている。非製造業では、経済活動正常化の動きが強ま
るもとで、観光や飲食などの対面型サービス業の回復が明確化しているほか、自動車や百貨店の衣料などの

販売も改善を続けている。製造業では、海外需要の鈍さなどから生産活動が足踏みとなっている。この間、
建設需要は、交通インフラ整備や物流施設などの官民プロジェクトの進展などを背景に総じて底堅く推移し
ているが、建設コスト上昇等から住宅着工の一部に弱さがみられる。 

3か月程度の見通し：非製造業は、物価高の影響を受けつつも、経済活動の正常化が進むもとで、対面型サービ
ス業を中心に持ち直しの動きが続くとみられる。製造業では、海外需要の鈍さの影響が続くとみられる。 

個人消費： ①上向き。②4 月の県内百貨店（存続店ベース）の売上は、前年同月比 3.7％増と 4 か月連続で前
年を上回った（19年比では 8.6％減）。気温の上昇や外出機会の増加により、季節衣料が好調だった。5 月入
り後も新型コロナウイルスの分類替えに伴う出社機会の増加から、スーツなどが好調だった模様。4 月の自動
車登録台数は、部品調達難の緩和などから、同 9.7％増と 8 か月連続でプラスとなった（19 年比では 16.6％
減）。一般乗用車（前年同月比 16.2％増）、軽乗用車（同 3.6％増）ともに増加した。 

住宅建築： ①鈍化。②4 月の新設住宅着工戸数は前年同月比 18.2％減少し、2 か月ぶりに前年を下回った。持
家（同 23.4％減）、貸家（同 19.6％減）、分譲住宅（同 11.8％減）いずれも減少した。 

設備投資： ①堅調。②国土交通省の「建設着工統計」（非居住用）によると、4 月の工事床面積は前年同月比
32.0％減少し、工事予定額も同 19.1％減少した。千葉経済センターによる県内企業 182 社アンケート調査（4

月実施）では、23 年度の期初計画は、22 年度実績額の 2.5倍となっている。 

公共工事： ①増加基調。②県内公共工事請負額は、22年度に前年度比11.8％増加したのち、4月は前年同月比
2.8％減少した。県（同25.2％増）、国（同20.5％増）は増加したが、独立行政法人等（同54.1％減）、市区
町村（同2.1％減）が減少した。 

輸出： ①伸び悩み。②4 月の成田、千葉、木更津 3 港合計通関輸出額は、前年同月比 7.2％減と 2 か月連続で
減少した（19 年比では 67.6％増）。成田空港は、科学光学機器（同 2.8％増）などは増加したものの、半導
体等製造装置（同 32.0％減）や IC（同 9.2％減）などが減少し、同 5.9％減と 2 か月連続で前年を下回った。
千葉港は、石油製品（同 76.0％減）や金属鉱（同 31.9％減）などの減少により、同 30.3％減と 2 か月ぶりに
前年を下回った。木更津港は、自動車（同 85.0％増）や粗鋼物（同 25.8％増）などの増加により、同 5.1％
増と 3 か月連続で増加した。 

生産活動： ①減少。②3 月の県鉱工業生産指数（季調済）は、87.0（前月比 1.8％低下）と 2 か月ぶりに低下
した。主力の化学工業（同 6.3％低下）、鉄鋼業（同 1.2％低下）、食料品工業（同 0.1％低下）が低下した。 

観光： ①回復。②県内の観光・宿泊施設の入込は、新型コロナウイルスによる影響が薄れ、国内個人客を中心
に回復が明確化している。行動制限の無い GW は日並びにも恵まれ、県内の観光スポットや集客施設には賑
わいが広がった。テーマパークの人気などから、大手旅行会社による旅行先ランキングでは千葉県が第一位
に上った。ＪＲ東日本千葉支社によると、4 月 28 日～5 月 7 日の特急利用者数は前年比約 2 倍の 20 万 7 千
人となった。 

雇用情勢： ①改善。②4 月の有効求人倍率（季調値）は、前月比±0.00 ポイントの 1.06 倍だった。有効求職
者数（同 1.0％減）、有効求人数（同 1.4％減）ともに減少した。 

【トピックス】 

○ 国内で新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが「5 類感染症」に変更されたことに伴い（8 日）、千
葉県はコロナウイルス対策本部を廃止し、同日に相談窓口として「千葉県新型コロナウイルス感染症対策セ

ンター」を開設した。 

○ 千葉県は、物価高に対応した補正予算案（209 億円）を公表した（8 日）。国の交付金を活用し、引続き事
業者らを支援するほか、県独自の取組みとして、教育費などの負担が大きい子育て世帯を支援するため、小・
中学生及び高校 1 年生を対象に 1 人につき 1万円（１回限り）を支給する。 

○ 千葉県と湾岸部の 6 市（千葉市・市川市・船橋市・習志野市・市原市・浦安市）は、「新湾岸道路」の早
期実現を目指し、「新湾岸道路整備促進期成同盟会」を設立した（26 日）。設立総会では、計画の早期具
体化に向けて概略ルートの検討や予算の確保などを求めた要望書が決議され、30 日に国土交通省に提出さ
れた。 


